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する際のクラスタ数 kはベイズ情報量基準 (BIC, 式 (1))により
適合度を評価し，最適なクラスタ数 k を求め，最尤推定による
クラスタリングを行った (図 1)．





































































Class5 =   9.44%
Class6 =   3.33%
Class7 =   2.22%
Class8 =   1.39%
















図 3 ドライビングシミュレータ構成 図 4 走行コース
2.3 評価指標
Apriori modelにより抽出されたルールの評価には，ルールの
希少さを表す指示度 (式 (2)) と確かさを表す確信度 (式 (3)) を
用いて評価を行った．式中のM はデータ数，X;Y はデータ内
の項目，¾ は指示度数を表す．
Supp(X ) Y ) = ¾(X [ Y )
M
(2)
Conf(X ) Y ) = ¾(X [ Y )
¾(X)
=
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表 1 乗車前主観とその後の運転行動に関するルール
Rules(X ) Y ) Supp(X ) Y ) Conf(X ) Y )
乗車前主観 ) 一時停止減速 4.44% 26.67%
乗車前主観 ) 交差点減速 3.33% 20.00%
乗車前主観 ) 一時停止加速 0.69% 4.17%
乗車前主観 ) 交差点加速 0.00% |
表 2 乗車前生体とその後の運転行動に関するルール
Rules(X ) Y ) Supp(X ) Y ) Conf(X ) Y )
乗車前生体 ) 交差点減速 4.72% 25.76%
乗車前生体 ) 一時停止減速 2.50% 13.64%
乗車前生体 ) 一時停止加速 1.39% 7.58%

























































yi = ¯1xi1 + ¯2xi2 + ¢ ¢ ¢+ ¯pxij + ² (4)
重回帰分析を行う上で問題となる多重共線性を考慮するため
Stepwise 法による特徴量選択と分散拡大要因 (VIF) を考慮し
た．VIF は式 (5) に基づいて v を算出し，v が 3 以上となった



















Calculate variance inflation factor (VIF)
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被験者 5 名に対して乗車前及び DS 走行時のデータ計測を
行った．乗車前の状態の違いを模擬するために，普段の睡眠時
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